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本
金

属
学

会
春

季
大

会
講

演
概

要
集

(2
00

4)
p.

 2
95

 

(1
8]

 
原

子
炉

容
器

試
験

結
果

一
覧

(2
00

4年
3

月
）

経
済

産
業

省

(1
9]

 
井

野
博

満
、

“
軽

水
炉

圧
力

容
器

鋼
脆

化
予

測
の

問
題

点
”

、
金

属
、

7
1、

N
o.

8(
200

!)
pp

. 7
26

-7
31

 

[2
0]

高
経

年
化

技
術

評
価

報
告

書
（美

浜
原

発
1号

機
）(

19
99

年
2月

）

3 
高

経
年

化
対

策
と

い
う

虚
構

田
中

三
彦

u

 

「原
発

で
あ

っ
て

原
発

で
な

い
」

原
発

日
本

で
も

っ
と

も
古

い
軽

水
炉

型
商

業
用

原
発

は
、

1
97

0年
3

月
に

運
転

が
開

始
さ

れ
た

原
電

敦
賀

1
号

(3
5万

70
00

k
W

)で
す

。私
的

な
話

で
す

が
、

私
が

火
力

発
電

用
ポ

イ
ラ

ー
や

原
子

炉
圧

力
容

器
や

化
学

機
器

な
ど

を
つ

く
る

会
社

（広
島

県
呉

市
）に

入
っ

た
の

が
1

96
8年

春、
そ

の
少

し
あ

と
、

逆
に

、
会

社
の

シ
ッ

ピ
ン

グ
ヤ

ー

ド
か

ら
船

に
積

ま
れ

て
出

て
い

っ
た

の
が

、
こ

の
敦

賀
1

号
用

の
原

子
炉

圧
力

容
器

で
し

た
。

敦
賀

1
号

は
20

10
年

に

廃
炉

に
な

る
は

ず
で

す
が

、
こ

こ
ま

で
よ

く
も

ち
こ

た
え

た
と

い
う

感
じ

が
し

ま
す

。

こ
の

原
発

、
じ

つ
は

、
「原

発
で

あ
っ

て
原

発
で

な
い

」、
「原

発
で

な
く

て
原

発
で

あ
る

」
と

い
う

摩
詞

不
思

議

な
存

在
で

あ
る

こ
と

を
、

み
な

さ
ん

は
ご

存
知

だ
っ

た
で

し
ょ

う
か

？
機

能
と

形
は

確
か

に
原

発
で

す
が

、
原

子

炉
圧

力
容

器
や

配
管

な
ど

、
原

発
の

最
重

要
機

器
の

設
計

や
製

造
に

適
用

さ
れ

た
法

規
は

、
な

ん
と

、
当

時
、

化
学

プ
ラ

ン
ト

や
発

電
用

ボ
イ

ラ
ー

の
機

器
に

適
用

さ
れ

て
い

た
法

規
な

の
で

す
。

つ
ま

り
、

構
造

法
規

的
に

言
う

な
ら

、

敦
賀

1
号

原
発

は
、

と
き

お
り

大
爆

発
を

起
こ

す
化

学
プ

ラ
ン

ト
（た

と
え

ば
脱

硫
塔

な
ど

の
石

油
精

製
施

設
）や

発

電
用

ポ
イ

ラ
ー

と
ま

っ
た

く
同

レ
ベ

ル
、

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。

同
じ

こ
と

は
、日

本
最

古
の

加
圧

水
型

原
発

、
関

電
美

浜
1

号
に

つ
い

て
も

言
え

ま
す

。
い

や
、

東
電

福
島

第
一

1号
、

2号
、

関
電

美
浜

2
号

、
中

国
電

力
島

根
1

号
も

そ
う

で
す

。
ま

た
、

運
転

開
始

時
期

か
ら

原
発

の
設

置
認

可
が

下
り

た
時

期
を

推
定

し
て

判
断

す
る

と
、断

定
は

で
き

ま
せ

ん
が

、
お

そ
ら

く
関

電
高

浜
1

号
も

そ
う

で
は

な

か
っ

た
か

と
思

わ
れ

ま
す

。
さ

ら
に

も
っ

と
あ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

と
に

か
く

こ
れ

ら
は

、
「原

発
で

あ
っ

て

原
発

で
な

い
」

原
発

、
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

す
。

な
ぜ

こ
ん

な
不

思
議

な
こ

と
が

？

そ
れ

は
、

こ
れ

ら
の

原
発

の
設

置
が

認
可

さ
れ

、計
画

さ
れ

、
建

設
さ

れ
は

じ
め

た
6

0年
代

半
ば

、日
本

に
は

ま
だ

、
原

子
炉

圧
力

容
器

や
配

管
な

ど
、

原
発

の
中

枢
の

構
造

を
つ

く
る

た
め

の
ま

と
も

な
法

規
が

存
在

し
な

か
っ

た
か

ら
で

す
。

ど
う

い
う

思
想

の
構

造
法

規
に

も
と

づ
い

て
原

子
炉

圧
力

容
器

や
配

管
な

ど
を

設
計

•
製

造
す

べ
き

か
＿

当
時

の
日

本
は

、
そ

う
い

う
ご

く
基

本
的

、初
歩

的
な

こ
と

を
、

「
原

発
先

進
国

の
ア

メ
リ

カ
」

か
ら

一
生

懸
命

学
ん

で
い

る
最

中
で

し
た

。

た
と

え
ば

、
敦

賀
1

号
や

美
浜

1
号

の
原

子
炉

圧
力

容
器

が
ほ

と
ん

ど
完

成
し

て
い

た
1

96
7年

、日
本

は
、

学

者
と

メ
ー

カ
ー

の
技

術
者

か
ら

な
る

「
A

SM
E

調
査

団
」

な
る

も
の

を
ア

メ
リ

カ
に

送
り

込
ん

で
い

ま
す

。

A
SM

E
と

は
米

国
機

械
学

会
(A

m
er

ic
an

So
ci

et
y 

of
 M

ec
ha

ni
ca

l 
E

ng
in

ee
rs

、
民

間
の

組
織

）の
こ

と
で

す
が

、

で
は

、
こ

の
調

査
団

、
い

っ
た

い
何

を
調

査
し

に
ア

メ
リ

カ
に

い
っ

た
か

と
い

え
ば

、
そ

の
4

年
前

の
6

3年
に

A
SM

E
が

つ
く

っ
た

い
わ

ゆ
る

「
ア

ス
メ

・
セ

ク
シ

ョ
ン

・

ス
リ

ー

」(
A

SM
E

B
oi

le
r 

an
d 

P
re

ss
ur

e 
V

es
se

l 

C
od

e 
: S

ec
tio

n皿
N

uc
le

ar
V

es
se

ls
)と

い
う

原
子

炉
圧

力
容

器
の

規
格

の
「

基
本

思
想

」
や

、
そ

の
規

格
に

出

て
く

る
い

ろ
い

ろ
な

言
葉

や
規

定
の

「
意

味
」

や
「概

念
」

に
つ

い
て

で
し

た
。

一

方
で

は
、

す
で

に
敦

賀
1

号
や

美
浜

1
号

の
原

子
炉

圧
力

容
器

を
ほ

と
ん

ど
つ

く
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
と

い
う

の
に

、
な

ん
と

も
矛

盾
に

満
ち

満
ち

た
話

で
す

。
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